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呼吸器感染症に対す るFosfomycin Capsuleの 使 用経験
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I は じ め に

新 しく開発 され た 抗生 物 質Fosfomycin(1-cis-1,2

epoxypropyl phosphonic acid)は 広範囲 の抗菌 スペ ク

トラムを示 し,各 種細菌 に殺菌的 に作用 し,他 の抗 生物

質 との間に交差耐性がない といわれ,ま た毒性 も低 く,

高い安全性 を持 った抗 生物質 といわれ てい る。

今回,わ れ われは本剤の経 口剤(カ プセル)を 呼吸器

感染症 に使用す る機 会をえたので,そ の臨床効果 の検討

結果 につい て報告 する。

II 投 与 対 象

いずれ も当科 に入院 の患者 で,肺 癌 に合併 した呼吸器

感染症2例,転 移性肺 腫瘍 に合併 した呼吸器感染症1例,

気管支拡張症2例,気 管支 肺炎,肺 化膿症,気 管支喘息

のそれぞれ1例,合 計8例 に投与 した。

性別では男子5名,女 子3名 で,年 令では20才 か ら

67才 にお よんだ。

III 投与方法 および用量

1カ プセル500mgの 本剤 を毎食 後,2カ プセル1日

3回,合 計1日 量3.0gの 内服が7例 で,他 の1例 は1

ヵ プセルを1日4回6時 間 ごと食 事 と無関係に,1日 量

2.0gの 内服 であ った。 全例 とも投与期間は7日 間 であ

った。

また,併 用薬剤 としては喀〓融解剤,鎮 咳剤な どを使

用 した。

IV 効 果 判 定 基 準

本剤投与の効果判定につ いては,

著効(Excellent):臨 床所見,自 覚症状 ともに本剤投

与3～4日 で著 明に改善 したもの。

有効(Good):臨 床所見,自 覚症状 に本剤投与4～5日

で改善のみ られ るもの。

やや有効(Fair):臨 床所見,自 覚症状 に本剤投与7日

後,や や改善のみ られ るもの。

無 効(Poor):臨 床所 見,自 覚症状 とも に改善 のみ ら

れ ない もの。

以上 の判定基準 に よ り効果判定を行 なった。

V 臨 床 成 績

Table1,2,3に 示 すよ うに,各 症例のFosfomycin

ヵプセル 内服前 と内服終 了後の末梢血所見,尿 所見,肝

機能検査成績,ま た喀〓 中の細菌学 的所見につい て検討

した。

個 々の症例についてその概 略をのべ ると,

第1例 は気管 支肺炎 で 本剤使 用前 に3日 間ほ ど38～

39℃ の発熱が持続 していたが,本 剤内服4日 目か ら下

熱 をみ る ことがで き,レ 線写真上,肺 炎像 が右上肺野に

あったが,10日 後の写真で は そ の 肺炎像は吸収 され索

状陰影 となって著効を呈 した例であ る。 また,治 療前の

GOT,GPTの 上 昇は症状の改善 とともに正常化 した。

第2,5,7例 は本剤投与 後 も高熱は持続 し,た ん の

Table 1 Clinical and laboratory reports of 8 cases with fosfomycin treatment
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性状 に改善 な く,自 覚症状 も変化 な く,無 効の判定 とな

った。第2,7例 では,た ん の細菌学的所 見 で と もに

Klebsiellaが 検 出され た。 また第5例 は原発 が右の腎の

GRAWITZ腫 瘍 で当科 に入院当初 か ら尿蛋 白 は(++)～

(+++)が 持続 していた た め本剤 の使用 に よ り悪化 した と

は考 えられ ない例で ある。

第3例 は気管支拡張症が少年期か らあ り,た んか らは

Pseudomonasが 証 明され,本 剤投与後 や や 自覚的 にせ

きの減少 と下熱傾向が認め られたが,Pseudomonasは 消

失せず,や や有効 の判定 とした。

第4例 は肺癌に合併 した気管支炎症状 であるが,本 剤

内服4日 目か ら下熱,た ん量 も減少 し,白 血球数 も減少

し,正 常化 した。

第6例 は気管支喘息に気管支炎症状が合併 していたが,

本剤使用5日 後にはせ き,た んが ともに減少 し,7日 後

の白血球数は正常範囲内にあ った。

第8例 は20数 年来の長期にわた る気管支拡張症お よ

び肺の う胞症であ り,本 剤内服4日 後にはたん量は減少

し,10日 後のたんか らは細菌学的検査 でPseudomoms

は消失 していた。

VI 副 作 用

自覚症状か ら本剤 の投 与に よると思われ る異 常 は訴 え

られず。 また,臨 床検査 では本剤使用前後 の宋櫓血検査,

尿蛋 白,ト ラソスア ミラーゼ,ア ル カ リフ 矛ズラ ァター

ゼ,黄 疸指数 につ いて比較検 討 したが,Fosfomycinの

副作用 と思われ る結果 はえ られなか った。

VII 考 案

8症 例のFosfomycinの 使用 による治療効果判定で著

効1例,有 効3例,や や 有効1例,無 効3例 であ ったが,

著効を えた急性肺感染症 の第1例 だけが本剤の初回治療

例 であ り,他 の7症 例 は慢性 の肺感染 症の例であ り,本

剤 使用前に数種類 の抗生物質 で治療 をその経過 中に受け

ていたが,第8例 の場合 にはこの数年 間毎 日連続 して抗

生 物質の投与を受け ている症例 である。 そのために第2,

3,7,8例 の喀 〓中の細菌学的所見 でグラム陰性桿菌 類

を証 明 され,菌 交代現象を きた しているこ とが推測 され

る。 しか し,Pseudomonasを 認めた第3例 でやや有効,

第8例 で有効の効果 がえ られた ことは従来 の内服 による

抗生物質投与 では得 られなか った経験で ある。 さらに無

効例3例 の うち2例 がKlebsieltaが 喀〓で証 明された こ

とは本剤 の今後 の使用 基準 として参考にすペ きことと思

われ る。 い っぼ う,Floraの 認 め られた第4,6例 で有

Table 2 (continued)

Table 3 (continued)
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効の結果 がでた ことか らも喀〓 中の細菌学 的所 見だけで

は本剤 の使用 基準 とは決めが たいこ とは,他 の抗生物質

の場 合に もよ く経験す るこ とである。

以上 の ことか らも,本 剤 のよ うに広 い範 囲に抗菌 力を

しめ しゴ交差 耐性のない といわれ る抗生物質 は,わ れわ

れ の今回の使用経験か らも,慢 性肺感染 症や重 症肺悪染

症 に もその有効性を期待す るこ とがで きる薬 剤 と思おれ

る。

また,わ れわれの7目 間 の投与 日数では,臨 床 上 まっ

た く副作用 が認め られ なか ったが,今 後,そ の使用期間,

使用量 については さらに経験 を積重ね る ことが必要か と

も思わ れ る。

VIII 結 語

1) 8症 例のお もに慢性 の 呼吸器感染症 にFosfomy-

cinを 使用 したが,著 効1例,有 効3例,や や有効1例,

無効3例 であった。

2) 副 作用 は全例にみ るべ きものが なか った。

参 考 文 献

1) Fosfomycin:第22回 日本 化 学 療 法 学 会総 会,新

薬 シ ソボ ジ ア ム,昭 和49年6月29日

2) FOLTZ, E. L., H. WALLICK, et al.: Pharmaco-

dynamics of phosphonomycin after oral admi-

nistration in man. Antimicr. Agents & 

Chemoth. 322•`326, 1969 

3) HOLLOWAY, W. J. , J. CLARK, et al : Prelimi-

nary clinical trials with phosphonomycin. 

Antimicr. Agents & Chemoth. 327•`331, 1969. 

4) KESTLE, D. G. & W. M. M. KIRBY : Clinical 

pharmacology and in vitro activity of phos-

phonomycin. Antimicr. Agents & Chemoth. 

332•`337, 1969

CLINICAL STUDIES ON FOSFOMYCIN CAPSULE IN 

PULMONARY INFECTIOUS DISEASES

TAKEHITO NAKABAYASHI, SHINYA YASUDA, SEIJI YAMAMOTO, 

TETSUJI KOROKU, KATSUNOBU FUKUI, MASARU ORITSU and 

FUMIO NAGAHAMA 

Department of Respiratory Disease, Sapporo National Hospital, 

Hokkaido, Japan

Fosfomycin (1-cis-1, 2-epoxypropyl phosphonic acid) is a new antibiotic active against a broad spect-

rum of gram-positive and gram-negative microorganisms. 

Eight cases with pulmonary infectious diseases were treated with this drug. A daily dose of 2.0•`

3. 0g o fosfomycin capsule was given orally for 7 days. 

The results obtained were excellent in 1 case, good in 3 cases, fair in 1 case and poor in 3 cases. 

As to the side effect with fosfomycin, no remarkable one was observed.


